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試験の概要

有機物の熱分解時等における各種生成物の発生量等を調査いたします。

有機物の熱分解および反応生成物の評価試験

Cat.No 3E5J-228-00-230629

プラスチックやバイオマス等の有機物を熱分解または燃焼させた際のタールやガスの発生挙動を調査することは、処理ま
たは有効利用するための基礎データとして有用です。当社では、管状炉を用いてこれら試験を行い、生成物の物質収支や
発生量データを取得できます。

適用試料および試験対応

● 試験例（1） 物質収支調査試験

管状炉を用い窒素雰囲気で試料（数g）を加熱し、熱分解により発生するタール、ガスなどの比率を調査します。

・ プラスチック、ゴムなどの樹脂系試料およびバイオマス系試料を対象とします。

・ お客様のご要望に合わせて試験装置をカスタマイズし、評価試験を行います。

・ 上記以外にも対応可能な試験がございます。お気軽にご相談ください。
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● 試験例（2） ガス発生率調査試験

管状炉を用い試料を窒素雰囲気、空気または酸素濃度調整雰囲気、水蒸気含有雰囲気等で試料（数g）を加熱し、熱分解、
燃焼、水蒸気改質反応等により発生するガスを分析し、発生量や発生率を調査します。
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